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(と
じ
て
保
存
し
ま
し
ょ
う
)

漁
民
の
願
い
を
-
}
め
て

-
出
漁
遭
難
者
の
碑
底

E

我
が
市
の
漁
民
は
、
早
く
か
ら
北
洋

へ
の
出
漁
が
多
く
、
幾
多
の
犠
牲
者
を

出
し
な
が
ら
漁
場
の
開
発
に
当
っ
て
来

ま
し
た
。
い
ま
悲
憤
な
海
難
事
故
の
絶

滅
と
犠
牲
者
の
霊
を
慰
め
、
漁
業
の
発

展
を
祈
願
し
て
、
多
く
の
方
々
の
浄
財

に
よ
る
碑
が
完
成
し
、
ロ
月
幻
日
遺
児

代
表
に
よ
る
除
幕
式
と
、
追
悼
法
要
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。
叫
に
は
七
十
一
名

の
遭
難
者
の
氏
名
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

魚
津
港
の
北
端
に
北
洋
に
面
し
て
、
総
工
費
一
・千
三
百
五
万
円
を
か
け

‘
魚
津
石
工
業
組
合
の
施
行
に
よ
り
完
成
し
た
碑
と
除
幕
式

-
水
難
救
助
訓
練
を
実
施

漁
民
の
安
全
を
守
る
た
め
に
、
寒
風

吹
き
荒
れ
る
ロ
月
幻
日
市
消
防
本
部
全

員
が
関
係
職
員
の
応
般
を
得
て
、
漁
船

と
多
数
漁
民
参
加
の
も
と
海
難
救
助
訓

練
を
実
施
し
ま
し
た
。
訓
練
は
、
荒
波

の
諏
訪
社
沖
か
ら
実
施
さ
れ
、
終
了
し

た
時
は
、
日
力
沖
合
ま
で
流
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

雄
山
丸
の
昨
年
の
救
助
活
動
は
、
出

動
初
回
、
，
救
助
日
隻
、
救
助
人
員
臼
人

と
な
っ
て
い
ま
す
。
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国
土
利
用
計
画
法

そ
の
あ
ら
ま
し

昭
和
的
年
ロ
月
M
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
国
土
利
用
苛
画
法
の
あ
ら
ま
し
に
つ

い
て
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

法
律
を
支
え
る
三
つ
の
特
徴

V
高
い
立
場
か
ら
国
土
の
計
画
的
な
利

用
を
図
る
た
め
、
そ
の
も
と
に
な
る
国

土
利
用
計
画
を
定
め
る
と
同
時
に
国
土

利
用
計
画
に
も
と
づ
い
て
土
地
の
使
い

方
の
混
.乱
を
防
ぎ
、
正
し
く
望
ま
し
い

土
地
利
用
を
進
め
る
も
と
に
な
る
土
地

利
用
基
本
計
画
を
定
め
る
。

V
地
価
の
値
土
り
の
防
止
と
正
し
く
望

ま
し
い
利
用

-E図
る
た
め
土
地
の
取
引

を
制
限
す
る
。

V
遊
ん
で
い
る
土
地
を
公
共
福
祉
優
先

の
立
場
か
ら
積
極
的
に
活
用
す
る
た
め

の
手
続
を
定
め
た
こ
と
な
ど
で
す
。

届
出
が
必
要
な
土
地
の
取
引

こ
の
法
律
で
は
定
め
ら
れ
た
広
さ
以

上
の
土
地
の
売
買
な
ど
の
契
約
を
す
る

と
き
は
、
売
る
人
も
買
う
人
も
土
地
の

売
買
な
ど
の
予
定
価
格
や
利
用
目
的
を

書
い
た
届
出
書
(
用
紙
は
市
に
あ
り
ま

す
)
を
市
長
を
通
じ
て
知
事
に
出
き
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
届
出
が
必
要
な

の
は
、
都
市
計
画
区
域
(
市
街
化
区
域

を
除
く
)
で
は
五
、

0
0
0
平
方
メ
ー
ト

ル
以
上
、
都
市
計
画
区
域
以
外
の
と
こ

ろ
で
は
一

O
、
0
0
0平
方
メ
ー
ト
ル

以
上
の
取
引
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

遊
ん
で
い
る
土
地
(
遊
休
土
地
)

の
利
用

許
可
又
は
届
出
を
し
て
契
約
し
た
土

地
で
そ
の
時
か
ら
三
年
以
上
た
っ
て
も

使
わ
れ
て
い
な
い
で
遊
ん
で
い
る
土
地

で
定
め
ら
れ
た
広
さ
(
届
出
の
場
合
と

閉
じ
広
さ
)
以
上
の
も
の
は
県
知
事
み

ず
か
ら
ま
た
は
市
長
の
申
出
に
も
と
づ

い
て
、
こ
れ
を
遊
休
土
地
で
あ
る
と
認

め
土
地
の
所
有
者
等
に
通
知
し
ま
す
。

通
知
を
受
け
た
所
有
者
等
は
、
そ
の
土

地
の
利
用
の
方
法
な
ど
の
計
画
を
六
週

間
以
内
に
市
長
を
通
じ
て
知
事
に
届
け

出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
計
画

に
つ
い
て
知
事
(
市
長
)
は
必
要
な
ア

ド
バ
イ
ス
を
し
た
り
、
利
用
方
法
な
ど

の
変
更
の
勧
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

慎
重
な
審
議
と
公
正
な
判
断

こ
の
法
律
を
適
正
に
運
用
寸
る
た
め

に
、
国
に
は
国
土
利
用
計
画
審
議
会
が
、

県
に
は
国
土
利
用
計
画
地
方
審
議
会
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
審
議
会
は
、
国

土
の
利
用
に
つ
い
て
土
地
利
用
基
本
計

画
の
内
容
に
つ
い
て
調
査
審
議
し
ま
す
。

違
反
し
た
人
に
は
罰

許
可
を
受
け
な
い
で
土
地
売
買
な
ど

の
契
約
を
し
た
者
は
、
三
年
以
下
の
懲

役
ま
た
は
、
百
万
円
以
下
の
罰
金
。
届

出
を
し
な
い
で
土
地
売
買
な
ど
契
約
し

た
り
、
遊
休
土
地
の
利
用
な
ど
の
計
画

を
届
け
出
な
か
っ
た
者
ま
た
は
偽
り
の

届
出
を
し
た
者
は
、
」
ハ
ヶ
月
以
下
の
懲

役
ま
た
は
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
。
届

，
出
を
し
て
か
ら
六
週
間
以
内
に
契
約
し

た
者
は
、
二
十
万
円
以
下
の
罰
金
な
ど

で
す
。

な
お
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
役
所
開

発
課
が
窓
口
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

電
話
内
線
2
8
9
番

児
童
手
当
制
度

の
あ
ら
ま
し

児
童
が
心
身
と
も
に
す
こ
や
か
に
成

長
す
る
こ
と
は
、
国
民
す
べ
て
の
願
い

で
あ
り
、
家
庭
と
社
会
が
と
も
ど
も
に

児
童
の
健
全
な
育
成
に
努
め
る
こ
と
が

望
ま
れ
ま
す
。

児
童
手
当
制
度
は
、
こ
の
た
め
の
施

策
の
ひ
と
つ
と
し
て
生
ま
れ
た
も
の
で

す
。
こ
の
制
度
は
、
園
、
都
道
府
県
、

市
区
町
村
と
事
業
主
が
費
用
を
持
ち
あ

い
、
児
童
を
養
育
す
る
人
に
児
童
手
当

を
支
給
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
家
庭
生

活
の
安
定
と
次
代
を
に
な
う
児
童
の
健

全
育
成
、
資
質
向
上
と
を
は
か
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

ー
受
給
資
格

児
童
手
当
は
、
日
本
国
内
に
住
所
が

あ
る
日
本
国
民
が
、
つ
ぎ
の
要
件
に
あ

て
は
ま
る
と
き
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

ω十
八
歳
未
満
の
児
童
を
三
人
以
上

養
育
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
一
人
以
上

が
、
義
務
教
育
終
了
前
の
児
童
(
中
学

校
を
卒
業
す
る
ま
で
の
児
童
)
で
あ
る

こ
と
。ωそ
の
人
の
前
年
の
収
入
が
、
一
定

の
額
〔
た
と
え
ば
、
扶
養
親
族
が
五
人

の
場
合
三
百
二
十
二
万
円
〕
に
満
た
な

い
こ
と
。

Z
支
給
額

児
童
手
当
の
額
は
、
三
人
以
上
の
児

童
の
う
ち
、
出
生
順
に
数
え
て
三
人
目

以
降
で
あ
る
、
義
務
教
育
終
了
前
の
児

童
一
人
に
つ
き
、
月
額
四
、

0
0
0
円

で
す
。

ー
児
童
手
当
の
認
定
と
支
給

児
童
手
当
の
受
給
資
格
が
あ
る
人
の

住
所
地
の
市
区
町
村
長
が
、
そ
の
人
の

請
求
に
基
づ
い
て
認
定
し
、
支
給
し
ま

す
。
な
お
、
公
務
員
と
公
共
企
業
体
の

職
員
の
方
に
つ
い
て
の
認
定
と
支
給
は
、

そ
の
勤
め
先
で
行
い
ま
す
。

4
児
童
手
当
の
支
払

児
童
手
当
は
、
認
定
を
し
た
市
区
町

村
長
が
、
毎
年
度
、

6
月
、
叩
月
、

2

月
の
三
回
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
月

の
前
月
ま
で
の
四
ヶ
月
分
を
ま
と
め
て

支
払
い
ま
す
。

以
上
児
童
手
当
受
給
該
当
者
で
、
ま

だ
受
給
手
続
き
を
し
て
お
ら
れ
な
い
方

は
、
印
鑑
持
参
の
上
年
金
の
記
号
、
番

号
、
口
座
番
号
を
調
べ
て
市
役
所
社
会
福

祉
課
婦
人
児
童
係
ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

魚
津
市
業
務
員
募
集

市
で
は
、
次
の
業
務
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
希
望
者
は
2
月
日
日
ま
で
履

歴
書
(
市
販
の
も
の
)
を
持
参
の
う
え

市
役
所
総
務
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

マ
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
、
保
育
所
等
に

勤
務
す
る
業
務
員

-
募
集
人
員
男
子
約
3
名
女
子
約
3

名

Z
年
令
昭
和
印
年
3
月
幻
日
現
在
で

満
お
歳
未
満
の
者

a
そ
の
他
男
子
に
あ
っ
て
は
、
普
通

自
動
車
免
許
取
得
者

マ
清
掃
業
務
に
従
事
す
る
難
務
員

L
募
集
人
員
男
子
約
2
名

Z
年
令
昭
和
印
年
3
月
白
日
現
在
で

満
初
歳
未
満
の
者

aそ
の
他
普
通
自
動
車
免
許
取
得
者

マ
く
わ
し
く
は
、
総
務
課
職
員
係
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

電
話
内
線
2
3
1
番
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市
で
は
、
昭
和
紹
年
度
に
農
業
振
興

地
域
整
備
計
画
の
認
可
を
受
け
、
農
地

に
対
す
る
あ
ら
た
な
規
制
が
設
け
ら
れ

ま
し
た
。

-
農
用
地
と
非
農
用
地

農
業
振
興
地
域
内
に
は
、
農
用
地
と

非
農
用
地
が
あ
り
農
用
地
区
域
内
で
は

住
宅
等
へ
の
転
用
が
で
き
ま
せ
ん
か
ら

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

-
農
用
地
か
ら
の
除
外
申
請

や
む
を
え
ず
農
用
地
区
域
内
で
住
宅

等
に
転
用
し
た
い
場
合
は
、
ま
ず
農
用

地
区
域
か
ら
除
外
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
こ
の
除
外
申
請
は
毎
年
一
回
行

っ
て
い
ま
す
。
申
請
手
続
き
、
時
期
等

は
「
広
報
う
お
づ
」
で
別
途
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

-
農
用
地
か
ら
除
外
で
き
な
い
土
地
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次
に
掲
げ
る
も
の
は
農
用
地
区
域
か

ら
除
外
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

L
基
盤
整
備
事
業
を
実
施
済
も
し
く
は

実
施
中
、
ま
た
は
計
画
中
の
も
の

Z
国
道
・
県
道
・
ま
た
は
市
道
(
五
・
五

メ
ー
ト
ル
以
上
)
に
隣
接
し
て
い
な

い
も
の

q
d

附
近
に
住
宅
等
が
隣
接
し
て
い
な
い

も
の

4
転
用
に
伴
い
土
砂
の
流
出
・
た
い
積

・
崩
か
い
・
ま
た
そ
の
事
業
に
よ
り

生
ず
る
ガ
ス
・
粉
じ
ん
・
捨
石
に
よ

り
近
傍
の
農
業
・
水
産
業

・
公
衆
衛

生
等
・
ま
た
農
地
の
日
照
・
通
風

・

通
作
等
に
影
響
を
及
ぽ
す
と
認
め
ら

れ
る
も
の

E
申
請
目
的
の
実
現
が
確
実
で
な
い

も

の
6
申
請
面
積
が
目
的
実
現
の

た
め
の
必

要
最
少
限
度
の
面
積
を
上
ま
わ
る
も

の
こ
れ
ら
の
こ
と
に
注
意
し
除
外
申
請
を

行
っ
た
後
は
じ
め
て
農
業
委
員
会
へ
農

地
転
用
の
申
請
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に

そ
の
後
県
知
事
の
許
可
が
あ
り
住
宅
等

の
事
業
に
着
手
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

(
図
解
参
照
)

-
罰
則

こ
の
手
続
き
を
経
な
い
で
農
地
を
無

断
転
用
し
た
場
合
は
、
農
地
法
第
九
十

二
条
の
規
定
に
基
づ
き
三
年
以
下
の
懲

役
、
又
は
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ

ら
れ
ま
す
。

・
農
用
地
か
非
農
用
地
か
の

確
認
を

ま
た
こ
れ
か
ら
農
地
転
用
を
さ
れ
る

場
合
、
ま
た
は
土
地
の
売
買
契
約
等
を

か
わ
さ
れ
る
場
合
に
は
あ
ら
か
じ
め
農

用
地
か
非
農
用
地
か
の
確
認
を
し
て
か

ら
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
不
明
の
場
合
は

気
軽
に
市
役
所
農
政
課
内
農
業
委
員
会

へ
お
た
づ
ね
く
だ
さ
い
。
電
話
内
線
2

2

1
番

手続き表

いずれも横ばいを保っており、品物も豊富に出回

っています。

とくに需要期にある灯油は前回の調査時から値

下がりの動きさえ見られるようになりました。

これからは市民の一人一人がお互いに物を大切

にし、消費節約に心がけ生活の防衛に努めたいも

のです。

今月の調査では、マーガリンにやや値上がりが

認められましたが、それ以外の品目は前月に比し

V下の表中O印は毎月 15日調査の 6庖の平均価格です。

H 口U 目 メーカー ncu ， 名 容 量
49年 49年 49年 50年 1月における 4月-1月
4月平均 11月平均 12月平均 1月平均 最低~最高 上ヒ 較

円 円 円 問 円 % 
砂 4がt 日 新 カ ‘ソ フ 1 kg 199 291 295 294 285- 300 148 
食 用 j陶 l床 σ3 言十; 天よら ?Hl 450 g 137 184 184 184 178- 190 134 

11 11 サ ラ ダ油 1，650 g 535 799 792 812 805- 820 152 
麦 粉 日 清 フラワー 1 kg 132 135 132 132 128- 135 100 

民日「市 メ ン 日月 li¥. 明星 18 番 100 g 47 44 44 44 43- 45 97 
み そ 日本海みそ 雪ちゃんのこうじみそ 1 kg 221 236 237 237 230- 245 107 
ノ〈 タ "，;.印乳業 ヰヒ j毎 i芭 225 g 225 288 289 289 285- 295 128 
マーガリン /1 雪・印ソフト 225 g 140 171 197 210 198- 218 150 
クj~グミン酸ソーダー 昧 σ3 言長 味 グ〉 紫 120 g 149 215 217 216 205- 230 145 
食 酢 、、、 ツカ ン 、、、 ツカ ン 500m~ 104 125 125 122 105- 135 117 
L P ガス 10kg 1，279 1，450 1，450 1，450 1 ， 300 -1 ，500 113 
灯 t由 18 .~庖頭 380 605 605 605 600- 610 159 

11 200 ~配達 4，192 6，833 6，716 6，716 6，500-6，800 160 

3 

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0
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代
ノ
土
寸
日
引
イ
卜

布目 シガ 友道2217 @2566 友道5区、友道幸町区
向 次作 文化町1-9 @0591 文化町l区

桑原美代 文化町5-3 @3006 文化町2区
長谷河長作 大光寺2265 @1151 大光涛l区、2区、3区、4区

笠木文三郎 本江2641 @2451 本江元町区、本江1区

久津谷正子 本江新町9-8 @3582 本江新町l区、2区、3区、4区、小坂区

広田半一郎 鴨川町2-18 ②1386 本江2区、3区、本江会館通り区
中本 秋男 友道966 @1624 友道l区、友栄町区、友道本町区
五十嵐嘉治 本江1463-10 @2017 友道2区、3区、4区
片員地区

谷口岩次郎 平沢1254 @2756 平沢l区、2区、黒谷l区、山女l区
竹山富美枝 黒谷849 @2777 山女2区、黒谷2区

宗隆美則‘島尻3209 @2516 島尻l区、2区、3区、大菅沼区
巌寺きみ 東城2211-1 ③2406 東城1区、2区
林 清吉 道坂275 ③2173 道坂区、貝回新区
加積地区

相馬庄八 相ノ木426 @2541 相/:本区、吉品目;ウ社宅区、労災病院区

富居重松 吉島2197 @2068 吉島6区、7区、吉島新町区

{弄東きくえ 横枕238 @8185 横枕区、袋区
水口一雄 六郎丸1438 @2264 六郎丸3区、4区、5区、晴海ヶ丘区
成瀬繁次郎 上村木299-1 @0858 上村木12区、13区、製併庁社宅区
中村なか 上村木322 @5293 上村木10区、11区、宮ノ下区
中井尚一 六郎丸4569 @1039 吉島市営住宅区

高見邦夫 古島3286 @1689 吉島8区、高校前住宅区
道下地区

笹木孫吉 火の宮町19-2 @0074 村木15区、17区
加藤密枝子 本新80 @2483 本新区

谷美津子 仏国2331 @0099 仏印区、仏又区、背島1区、下道市営住宅区

稲葉清吉 末広町8-7 @0483 村村区、10区、11区、16区

大崎よすい 北鬼江876 @2021 高畠区、北鬼江l区、2区、3区
木下三郎 イム田1391 @3315 岡仏国区、小川田市営住宅区

大島伝四郎 釈迦堂471 ⑫0183 釈迦堂区
住吉智恵子 末広町10-11 @3906 村木12区、13区、14区

加藤英子 村木289-5 @3910 日カ記念社宅区、駅前新町区
犬田竹雄 青島678 @0563 背島2区、3区、青島社宅区、官邸市営住宅区

渡部敏子 fム回3195 @5022 北中区、荒磯区、北中市営住宅区
経団地区

後藤政次郎 経団西町3-5 @5529 表向区

西尾源二 江口275 @5324 江口区

平田弥之助 平伝寺558 ②4842 平伝寺l区、2区、西川原住宅区
平田 勇 経田中町2-30 ②0226 地方2区、地方元町区
田中政雄 東町3-20 @0810 旭町区、四ツ谷向住宅区

高瀬栄嗣康 東町7-38 ②2861 港町区
浜田恒松 経田中町12-30@1085 入船区

朝野義雄 経田中町10-13②0803 向町区
野村与作 経団西町9-15 @0806 栄町区
長谷川博 経団西町11-30②3029 上坂ノ下区
勝岡かつみ 浜経団142・1 @2889 地方1区、泉町区、天王市営住宅区
岩崎利一 持光寺472 ②1570 持光寺区、西尾崎区、立石区
天神地区

中山常之 東山1072 @3400 東山l区、2区、青柳区
関口正雄 天神野新2347 @7105 天神野新2区

関口 静 天神野新5149 @7127 天神野新1区

椿地静男 東尾崎1433 @7102 東尾崎区

木下基昭 木下新31 @7131 木下新区

西布施地区

国木喜一 小川寺3324 @7381 小川寺1区、2区

保里一枝 黒沢451 @1231 黒沢区、大沢区

佐々木清一 布施爪543 ③1322 布施爪区
谷口はつゑ 長引野549 ⑫1376 長引野1区、2区
川上正一 小川寺694 @1867 日尾区、御影区

藤森半次郎 蛇田4646 @1492 蛇田1区、2区
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第
3
日
曜
日
は
家
庭
の
巴
で
す
。

このたび次の新しい民生児童委員がきまりました。

民生児童委員は、それぞれの地域において、低所得者の

自立更生の援護、老人、心身障害者(児)、母子世帯の福祉

向上等の相談に応じ、福祉施策への協力と、社会奉仕の精

神で自主的活動により、社会福祉の増進に努めていただく

大切な役割をもった方々であります。

氏 所電話 担当地域名|住

魚津地区

山西やへ|新金屋2-2-3 ②3972 
米山要次郎|新金屋1-2-22 ②0874 
桝崎 民|中央通り 2-3-18@0399

山本初子 |金浦町2-1 ⑫2663 
加藤義明|中央通り 1-7-11@1345

猟場政治|諏訪町14-8 ⑫1075 
浜多善保|本町2-3-12 @3669 
浜住 隆|諏訪町6-8 @0198 

藤田彰秀|本町2-10-7 ②1837 
谷川 寛徳|真成寺町4・6 @2268 
簸智ふみ|双葉町1-25 ⑫2718 
金川 澄子|本町1-2-20 ②0158 
堺 トキ子 1:本町1-9-2 ②4852 
三由ミヤノ|新宿3-20 ⑫0833 
成田富次|新角)112-5-7 ②2988 
慶野文子|新角川1-7-33 @0187 
武隈博信|新角川1-9-21 ②1275
浜川きくゑ|上口2-4-8 ②2490 
寺崎ヨシ|上口2-16-8 ②5618 
寺崎文二|上口2-18-39 @0876 
下中島地区

山西正男|慶野138

菊野 薫|住吉3129-6

栗山忠7 1三ケ1309
梅原与三吉|住吉2052

小松きた|住吉3739

常楽彦四郎|宮津1527
川西ひき|川縁27ヂ

上中島地区

三浦作蔵|吉野1099
里崎ツヤ|浅生820

今井金次郎|湯上1288
川田 憲|出888

石倉信一|下椿849
松倉地区|

高縁 稔|観音堂1489 I室田区、観音堂区
小西清作|鉢1768 @7575 I鉢区、虎谷区、大熊区
島沢みどり|坪野574 ③7181 I坪野区、稗畠区
清河 源治|北山704 @9290 1小菅沼区、北山区、池谷区
木下駒三|鹿熊1645-1 ③7462 I鹿熊区
雛形尚美|金山谷216 @9106 I金山谷区
上野方地区

宮坂幸吉|大海寺新村2090③臼57I大海寺新5区
大沢政信|大海寺新村3305③6317I大海寺新4区
寺田恵美子|石垣村1503 ③6432 I石垣6区、石垣平7区
広田 操|大海寺野村856@6295 I大海寺野2区、3区、大海寺野住宅E
佐々木 弘|大海寺野村3793@46661大海寺野1区、細島団地区
下野方地区

谷川ヨシエ|石垣新886-3 @1497 1石垣新区、印田区、三田区

新金屋1区、2区、東栄町区、魚津母子寮

新金屋3区、並木町区、鴨川区
金屋1区、2区、3区
火の宮区、金浦区

神明1区、2区
諏訪1区、2区、3区
下新l区、2区、3区、元町区
諏訪4区、5区、港区

寺町区、荒町区

真成寺区、餌指区

東小路区、川原区、田方l区

馬出区、大町区

明理区、新道区

田方2区、臼屋区
紺屋区、八幡区

岡町区、新町I区、2区

角川区、橋場区、八代区

南町l区、2区、3区
上町1区、2区
三ヶ区、住吉区

@5655 I慶野区、慶野市営住宅
@4534・|住吉3区、4区、5区、6区
@43531三ヶ区
@4178 I住吉l区、2区
@2621 I町三ケ区
@3634 I宮津区
@5705 I川縁区

@5572 I吉野区、川原区、弥調寺区
@3725 I浅生区、有山区、上野区
@5453 I湯上区、升田区
@3004 I出区、岩高区
@5226 I升方区、下椿区

- 4 ー
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マ
角
川
及
び
鴨
川
の
水
質
基
準
決
ま
る

昭
和
印
年
1
月
1
日
か
ら
富
山
県
条
例
第
五
四
号
に
よ

っ
て
、
角
川
及
び
、

鴨
川
両
河
川
の
環
境
基
準
及
び
こ
れ
ら
に
流
入
す
る
排
水
の
水
質
基
準
が
決

め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
基
準
に
従
っ
て
両
河
川
に
流
れ
込
む
工
場
排
水
等
を
、
県
が
厳
し
く
規

制
し
て
川
を
き
れ
い
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

V
両
河
川
の
生
活
環
境
に
係
る
環
境
基
を
し
ま
し
ょ
う
。

準
は
次
の
と
お
り
で
す
。

マ

日

カ

と

の

公

害

防

止

角
川
は

A
類
型
に
、
鴨
川
が

B
類

型

協

定

の

一

部

を

変

更

に
き
め
ら
れ
ま
し
た
。
角
川
は
、
上
市

O
公
害
防
止
協
定
の
締
結

川
、
黒
瀬
川
と
同
類
型
で
あ
り
、
鴨
川
市
と
日
本
カ
ー
バ
イ
ド
工
業
側
と
が

は
、
吉
田
川
(
黒
部
市
)
と
同
類
型
に
昭
和
必
年
8
月
幻
日
に
公
害
防
止
協
定

な
っ
て
お
り
ま
す
。

を
締
結
し
、
会
社
が
実
施
す
る
公
害
防

こ
こ
で
い
う
水
域
類
型
と
は
、
河
川
、
止
措
置
の
内
容
を
定
め
ま
し
た
。

湖
沼
、
海
域
ご
と
に
定
め
ら
れ
て
い
る

O
協
定
の
実
施

環
境
基
準
で
河
川
は
、
仙
型
か
ら

E
型
日
本
カ
ー
バ
イ
ド
工
業
側
で
は
、
こ

ま
で
六
段
階
に
区
分
さ
れ
て
い
ま
す
。

の

協
定
に
基
づ
き
、
水
銀
等
の
公
害
に

わ
か
り
や
す
く
書
く
と
、

A
類
型
と
は
ヤ
つ
い
て
直
ち
に
対
策
を
実
施
し
、
か
怯

マ
メ
、
イ
ワ
ナ
等
が
住
め
る
河
川
で
あ
ソ
ー
ダ
l
製
造
設
備
の
一
系
列
を
ス
ク

り、

B
類
型
と
は
、
サ
ケ
科
魚
類
・
ア
ラ
ッ
プ
化
し
、
他
の
一
系
列
を
密
閉
化

ユ
等
が
住
め
る
河
川
の
こ
と
で
す
。

し
て
水
銀
を
外
部
に
出
さ
な
い
よ
う
に

基
準
値
は
水
素
イ
オ
ン
濃
度
な
ど
細
措
置
し
ま
し
た
。
屋
外
に
た
い
積
し
て
い

か

く

き

め

ら

れ

て

い

ま

す

。

た

水

銀

マ

ッ
ド
に
つ
い
て
は
、
コ
ン
ク

V
両
河
川
に
か
か
る
排
水
基
準
は
、

食

リ

l
ト
で
被
覆
し
て
流
出
し
な
い
よ
う

料
品
製
造
業
、
砂
利
採
取
業
、
染
色
業
防
止
の
措
置
を
取
り
ま
し
た
。

そ
の
他
種
々
の
製
造
業
に
よ
っ
て
生
物
そ
の
他
、
製
造
設
備
の
「
ば
い
じ
ん
」

化
学
的
酸
素
要
求
量
や
、
浮
遊
物
質
量

防
止
装
置
も
実
施
し
、
昨
年
か
ら
今
春

が
き
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
両
河
川
に
か
け
て
排
水
路
も
整
備
中
で
あ
り
ま

へ
流
入
す
る
工
場
排
水
等
を
き
び
し
く
す
。

規
制
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

O

一
部
変
更
の
必
要
性

市
民
全
体
の
協
力
で
環
境
保
全
の
努
力
こ
の
公
害
防
止
協
定
の
中
に
か
性
ソ

今
月
の
納
税

固
定
資
産
税
第
四
期
分

国
民
健
康
保
険
税
第
四
期
分

ー
ダ

l
製
造
設
備
を
現
在
の
「
水
銀
電

解
法
」
か
ら
「
隔
膜
法
」
に
転
換
す
る

と
い
う
項
目
が
あ
り
、
今
年
の

6
月
を

目
途
に
努
力
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。

協
定
締
結
当
時
は
、
水
銀
を
使
用
し
…
こ
ん
ど
処
分
さ
れ
る
土
地
は
四
区
画

な
い
か
性
ソ
ー
ダ
|
製
造
法
に
、
「
隔
一
九
二
三
平
方
メ
ー
ト
ル
(
約
二
七
九
坪
)

膜
法
」
が
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
…
で
こ
の
処
分
金
は
区
域
内
の
公
園
の
造

急
速
な
技
術
の
進
歩
に
よ
り
「
隔
膜
法
」
…
成
事
業
や
道
路
舗
装
事
業
な
ど
に
使
わ

の
別
方
法
で
あ
る
「
イ
オ
ン
交
換
膜
法
」
一
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

が
現
在
開
発
さ
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。

一

入
札
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
昭
和
印

こ
の
方
法
は
、
製
造
設
備
に
と
も
な

っ
一

年
2
月
お
日
ま
で
に
市
役
所
都
市
計
画

て
派
生
す
る
公
害
も
少
な
い
と
い
わ
れ

一課

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

て
お
り
ま
す
。

…

申
し
込
み
用
紙
は
同
課
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
会
社
か
ら
「
イ
オ
ン
交

…
マ
申
し
込
み
の
で
き
る
人

換
膜
法
」
に
変
更
す
る
た
め
の

「
隔
膜
…
今
回
の
申
込
み
の
で
き
る
人
は
、
現

法
転
換
計
画
」
の
変
更
計
画
書
が
提
出
…
在
加
積
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
の
権

さ
れ
承
認
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
一
利
者
(
土
地
の
所
有
権
者
お
よ
び
借
地

o
変
更
計
画
の
承
認

。
い
権
者
)
ま
た
は
同
区
域
内
に
居
住
し
て

市
で
は
、
種
々
調
査
と
協
議
を
行
な

い
、
い
る
人
で
、
申
込
み
者
が
居
住
地
ま
た

公
害
対
策
審
議
会
や
公
害
対
策
特
別
委
は
使
用
地
と
す
る
人
に
限
り
ま
す
。

員
会
を
開
催
し
、
こ
の
変
更
計
画
を
承

マ
入
札
希
望
者
の
受
付
期
間

認

す

る

こ

と

に

な

り

、

昭

和

的

年

ロ

月

昭

和

印
年
2
月
1
日
か
ら

お
日
に
覚
書
を
取
り
か
わ
し
ま
し
た
。

昭
和
印
年
2
月
お
日
ま
で

主
な
内
容
は
、
現
在
の
水
銀
電
解
法

マ
入
札
の
方
法

を
、
昭
和
臼
年
ロ
月
末
日
で
や
め
電
解
入
札
の
日
時
や
入
札
場
所
な
ど
は
、

槽
を
全
槽
休
止
し
廃
止
す
る
こ
と
に
な
受
付
期
間
終
了
後
、
入
札
に
参
加
す

っ
て
い
ま
す
。

る
資
格
が
与
え
ら
れ
た
人
に
、
直
接

ま
た
、
水
銀
の
測
定
回
数
を
毎
月
一

回
実
施
す
る
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。

市
で
は
、
さ
ら
に
日
常
の
監
視
を
強

化
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

電
気
税
の
税
率
が
下
が
り
ま
す

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
電
気

5 

加
積
地
区
内
の
保
留
地
を
処
分

入
札
資
格
者
は
区
域
内
の
権
利
者
お
よ
び
居
住

者
に
限
り
ま
す

税
の
税
率
が
、
六
%
か
ら
五
%
に
引
き

下
げ
ら
れ
、
又
免
税
点
が
、
千
二
百
円

か
ら
二
千
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
改
正
は
、

1
月
1
日
か
ら

使
用
す
る
電
気
料

(
2
月
徴
収
分
)
か

ら
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

納
期
限
は
2
月
お
白
で
す

v 通
だをあこそ知

至黒部一一一一一一一一一一一...:JJ.-一一づ…r-.....----Ifr一二一一一一一一一一富山至 さ都 り のの し
い市ま保他ま
。計す留 す
画の地

円日む口仁三¥喜育て長
uc::コCコζコ仁コJ目立争 f
円亡コ亡ゴ口FD/'Trぶ副
巳ロロロC J 8合じ限
γ担!男Ori? 主立皇室

I -1['--1:ご?iJ.、 〈細が
↓至魚津駅

費

一
坪

表
一
干

一利

地一

日

画
一

一
川

分一

面
一

処
「
L
|

地一

置一

L

留
一

T

保一

位

一
B

札
号
uじ陪・
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74.81 

923.741279.42 

78.24 

54.01 178.56 
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計
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第3種郵便物認可

50. 2. 1 

読
書
の
す
す
め

ω

本
好
き
な
子
に
す
る
た
め
に

一
問
一
答
:
:
:
①

同
じ
本
ば
か
り

「
読
ん
で
」
と
い
う
子

間
ー
同
じ
絵
本
を
何
度
も
何
度
も
読

ま
せ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
ど
う
い
う
わ

け
で
し
ょ
う
か
。
ほ
か
の
本
を
読
む
よ

う
に
し
む
け
た
方
が
い
い
よ
う
な
気
も

し
ま
す
が
:
:
:
。

答
ー
同
じ
絵
本
を
く
り
か
え
し
読
ん

で
ほ
し
が
る
の
は
と
て
も
よ
い
こ
と
で

す
。
読
み
手
は
大
変
で
す
が
、
で
き
る

だ
け
読
ん
で
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
は
あ
る
一
冊
の
絵
本
に
興
味

を
も
ち
、
そ
の
中
に
よ
ろ
こ
び
を
見
出

す
と
、
あ
き
る
ま
で
く
り
か
え
し
何
度

で
も
そ
の
よ
ろ
こ
び
や
た
の
し
さ
を
確

か
め
た
い
の
で
す
。

確
か
め
る
こ
と
に
よ
り
満
足
し
ま
す
。

こ
の
満
足
感
や
充
実
感
は
子
ど
も
の
感

情
を
安
定
き
せ
ま
す
。

お
と
な
で
も
自
分
の
す
き
な
音
楽
を

く
り
か
え
し
聞
く
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

自
分
の
好
き
な
絵
を
何
度
で
も
ひ
ろ
げ

て
な
が
め
ま
す
。
な
ぜ
で
し
ょ
う
。

そ
う
す
る
こ
と
は
悪
い
で
し
ょ
う
か
。

止
め
た
ほ
う
が
よ
い
で
し
ょ
う
か
。
し

か
し
、
そ
う
し
た
好
み
も
す
こ
し
づ
っ

変
化
し
、
と
き
に
は
突
然
好
み
が
変
わ

り
ま
す
。

そ
れ
は
何
ら
か
の
精
神
的
な
変
化
や

成
長
の
た
め
で
す
。
子
ど
も
の
絵
本
に

対
す
る
好
み
も
同
じ
で
、
や
が
て
変
わ

り
ま
す
。
そ
し
て
二
度
と
か
え
り
み
な

い
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
あ
る
時
期
が
す

ぎ
る
と
、
再
び
と
り
出
し
て
み
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

く
り
か
え
し
一
冊
の
絵
本
を
み
て
い

ま
す
と
、
は
じ
め
は
わ
か
ら
な
か
っ
た

と
こ
ろ
が
わ
か
る
よ
う
に
な
り
、
気
づ

か
な
か
っ
た
こ
と
に
気
づ
く
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

本
の
中
に
発
見
す
る
こ
と
が
だ
ん
だ

ん
多
く
な
り
、
そ
の
本
の
世
界
を
通
し

て
想
像
す
る
世
界
も
充
実
し
明
確
に
な

っ
て
き
ま
す
。

こ
う
し
て
子
ど
も
は
一
冊
の
絵
本
を

時
間
を
か
け
て
読
み
と
っ
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
が
成
長
で
す
。

も
し
、
あ
ま
り
一
冊
の
絵
本
だ
け
に

夢
中
に
な
り
す
ぎ
て
い
る
の
が
気
に
な

る
の
で
し
た
ら
、
別
の
お
も
し
ろ
い
本

を
読
ん
で
み
る
の
も
い
い
で
し
ょ
う
が
、

無
理
に
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
し
て
、
子
ど
も
の
好
き
な
本
を
か

く
し
て
し
ま
う
な
ど
と
い
う
こ
と
は
愚

か
な
こ
と
で
す
。

自
分
で
続
ま
せ
た
い
の
だ
け
ど

問
l

「
幼
児
に
自
分
で
本
を
読
ま
せ

る
の
は
よ
く
な
い
口
と
い
う
こ
と
を
聞

き
ま
す
。
物
語
も
た
の
し
め
字
も
お
ぼ

え
ら
れ
一
挙
両
得
と
思
い
ま
す
が
、
よ

く
な
い
と
い
う
わ
け
は
?

答

l
五
・
六
歳
の
幼
児
が
、
自
分
で

本
を
読
む
の
と
、
お
と
な
に
読
ん
で
も

ら
う
の
で
は
、
ど
ち
ら
が
よ
く
わ
か
っ

て
た
の
し
い
で
し
ょ
う
か
。

も
ち
ろ
ん
、
お
と
な
に
読
ん
で
も
ら

う
ほ
う
が
よ
い
に
き
ま
っ
て
い
ま
す
。

幼
児
の
読
書
と
い
う
こ
と
を
考
え
ま

す
と
、
い
ち
ば
ん
だ
い
せ
つ
な
こ
と
は
、

本
は
た
の
し
い
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を

徹
底
的
に
し
ら
せ
る
こ
と
で
す
。

も
し
、
本
は
何
て
い
や
な
も
の
だ
と

思
い
知
っ
た
り
し
た
と
し
た
ら
、
子
ど

も
は
も
う
決
し
て
本
の
世
界
へ
は
飛
び

こ
ま
な
い
で
し
ょ
う
。

テ
レ
ビ
や
マ
ン
ガ
の
方
へ
一
直
線
に

進
む
で
し
ょ
う
。

ま
だ
す
ら
す
ら
と
文
の
読
み
と
れ
な

い
幼
児
に
、
無
理
に
本
を
読
ま
せ
る
こ

と
は
、
そ
の
子
を
本
ぎ
ら
い
に
す
る
最

良
の
手
段
で
す
。
で
も
何
と
そ
う
い
う

お
と
な
の
多
い
こ
と
か
ノ

お
と
な
が
子
ど
も
を
本
ぎ
ら
い
に
し

て
お
い
て
、
あ
と
で

J
っ
ち
の
子
は
本

が
き
ら
い
で
困
り
ま
す
。
な
ど
と
勝
手

な
こ
と
を
い
う
の
で
す
か
ら
、
処
置
な

し
で
す
。

幼
児
期
に
は
一
に
も
こ
に
も
本
を
読

ん
で
あ
げ
る
こ
と
に
徹
し
て
く
だ
さ
い
。

も
し
そ
う
し
た
中
で
、
子
ど
も
が
自
分

か
ら
文
を
読
み
、
本
を
読
も
う
と
す
る

と
き
は
、
大
い
に
は
げ
ま
し
て
や
る
こ

と
で
す
。
で
も
H

最
後
ま
で
ち
ゃ
ん
と
自
分
で

読
む
の
で
す
よ
。
な
ど
と
お
ど
さ
な
い

で
く
だ
さ
い
。
読
め
た
と
こ
ろ
ま
で
で

広
浜
と
し
ゐ
さ
ん

ま
町
2
丁
目
3
1
3
)

輝
く
『
中
日
白
百
合
賞
』

を
受
賞

身
を
粉
に
し
て
七
児
を
養
育

4

司
今
日
も
鉄
工
所
で
元
気
に
働
く
広
浜
さ
ん

よ
い
の
で
す
。

ま
た
、
こ
の
子
は
絵
本
が
読
め
る
よ

う
に
な
っ
た
か
ら
;
き
あ
今
度
は
童
話

の
本
を
。
な
ど
と
い
う
考
え
も
お
こ
さ

な
い
こ
と
で
す
。

そ
れ
よ
り
も
一
冊
が
楽
に
読
み
あ
げ

ら
れ
る
絵
本
を
、
く
り
か
え
し
数
多
く

読
む
ほ
う
が
、
読
書
に
対
す
る
自
信
を

つ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

(
絵
本
の
与
え
か
た
よ
り
)

無
料
で
す
・
:
・
・
・
気
軽
に
お
立
ち
寄
り

く
だ
さ
い
。

魚
津
市
立
図
書
館
n
1
0
4
6
2

(
市
民
会
館
と
な
り
)

こ
の
た
び
、
中
部
九
県
下
の
一
九
優

良
母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
た
ち
に
、
戦

後
の
混
乱
、
最
近
の
石
油
シ
ョ
ッ
ク
、

イ
ン
フ
レ
の
大
波
と
苦
し
い
こ
と
ば
か

り
の
な
か
で
、
夫
の
死
後
も
一
家
を
さ

さ
え
、
子
供
た
ち
を
立
派
に
養
育
し
て

き
た
労
を
た
た
え
て
中
日
新
聞
社
か
ら

『
中
日
白
百
合
賞
』
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

広
浜
さ
ん
は
、
昭
和
お
年
夫
が
北
海

道
沖
で
遭
難
し
、
そ
の
直
後
、
四
女
を

出
産
三
男
三
女
と
乳
児
を
か
か
え
て
の
苦

し
い
暮
ら
し
へ
、
朝
は
午
前
2
時
か
ら

夜
ま
で
カ
マ
ポ
コ
製
造
・
魚
の
運
搬
・

カ
ニ
の
選
別
・
鉄
工
所
の
作
業
員
と
身

を
粉
に
し
て
働
い
て
来
ま
し
た
。
子
供

た
ち
も
母
の
粘
り
強
き
に
こ
た
え
て
家

計
を
助
け
、
現
在
三
女
ま
で
が
す
で
に

社
会
人
と
な
っ
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

環
境
週
間
に
ち
な
ん
だ

「
標
語
」
を
募
集

マ
内
容
1
公
害
の
防
止
、
自
然
保
護
な

ど
環
境
保
全
の
意
義
を
強
調
し
た
も

の
マ
応
募
方
法

L
官
製
は
が
き
一
枚
に
一
標
語

Z
住
所
氏
名
年
令
職
業
学
校
名
を
明
記

マ
送
り
先

東
京
都
千
代
田
区
霞
ヶ
関
3
の
1
の
1

環
境
庁
総
務
課
広
報
室
(
干

一
O
O
)

マ
締
切
日

2
月
犯
日
(
当
日
消
印
有
効
)

マ
発
表

4
月
上
旬
入
選
佳
作
に
つ
い
て

マ
賞
入
選
一
点
(
環
境
庁
長
官
賞
と
配
舎
問
)

佳

作

五

点

(

)
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市
民
ス
キ
l
大
会

2
月
9
日
同
午
後
9
時
か
ら
大
谷

ス
キ

l
場
で
ひ
ら
き
ま
す
。
種
目
は

小
学
、
中
学
、
高
校
一
般
、
壮
年
の

部
で
、
申
込
み
は
、
2
月
6
日
同
ま

で
、
申
込
書
に
記
入
し
市
教
委
社
会

教
育
課
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
小

中
学
校
は
学
校
ご
と
に
申
込
み
く
だ

さ
い
。申
込
書
は
、
市
内
運
動
具
庖
等
に

も
お
い
て
あ
り
ま
す
。

車
球
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

7
嗣

l

-お
・・
帰

レ

A
J
e
削
川

r
d

報
e
m

問。
底

机

5

魚

津

命

宮
津
霊
園
の
使
用
者
は

住
所
氏
名
に
変
更
が

あ
っ
た
場
合

す
み
や
か
に
届
出
を
/

市
で
は
、
富
津
霊
園
を
使
用
さ
れ
て

い
る
人
か
ら
毎
年
ロ
月
白
日
を
納
付
期

日
と
し
て
一
平
方
メ
ー
ト
ル
に
付
き
叩

円
の
管
理
料
を
納
め
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
し
か
し
、
住
所
の
変
更
や
使

用
す
る
人
の
氏
名
の
変
更
な
ど
で
発
送

し
た
納
付
書
が
返
送
さ
れ
、
事
務
に
支

障
を
き
た
し
て
お
り
ま
す
の
で
住
所
や

氏
名
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
す
み

や
か
に
都
市
計
画
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ

善
意
の
ま
ど

ご

寄

付

(
敬
称
略
)

マ

一
千
七
百
七
円

l
鉄
工
団
地
田
上
金

型
マ

一
千
七
十
円

1
大
町
小
学
校
マ
三

千
三
十
一
円

1
村
木
小
学
校
マ
五
百
四

7 -



ト

尚

一

叫

U

，

(γ
官
⑫

司

氏

乙
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脅
会
合
合
脅
品H
-R
占H
脅
占H
脅
合
脅
AH
4胃

AM
合
会
合
会
食
品H
合
合
合
AH
脅
AH
-R
AH
-R
会
合
AH
-R
AH
-R
AH
-R
AH
-開
会
合
占H
-R
AH
-商
品H
合
食
合
AM
合

・

耳

の

無

料

相

談

魚

津

市

勤

労

者

会

館

い

っ
て

い
ま
す
。
受
診
希
望
者
は
一
週
間
マ
2
月
お
日
…
ω
1
経
団
、
上
野
方
、
西
マ
場
所
1
各
日
と
も
魚
津
保
健
所

次
に
よ
り
耳
の
無
料
相
談
を
行
い
ま
(
魚
津
商
工
会
議
所
と
な
り
)

合

前
に
生
活
環
境
謀
へ
申
込
み
く
だ
さ
い
。

布
施
各
地
区

V
こ

脱

検

診

脅

す
。
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い

。

富

山
犬
学
教
授
林
三
雄
先
生

会
V
離

乳

食

実

習

の

お

知

ら

せ

マ
2
月
初
日
附

l
総

ざ

ら

い

マ

2

月

日

日

午

後

1
時

1
2
時
却
分

-R 

と

き

3
月
1
日
出
午
前
日
時
i
ロ

・

あ

な

た

の

人

権

は

、

と
v
2
月
勾
目
前
期

(
5
1
6
ヵ
月
児
対
マ
会
場
H
H
各
日
と
も
魚
津
市
民
会
館
マ
マ
対
象
1
3
ヵ
月
児

時

守

ら

れ

て

い

ま

ず

か

け
象
)
マ

2
月
お
日
後
期

(
8
ヵ
月
児
対
時
間
各
日
と
も
午
後
1
時
1
2
時
ま
ぞ
マ
場
所

l
魚
津
保
健
所

と

こ

ろ

魚

津

市

民

会

館

2

階

人

権

擁

護
委
員
は
、
J

人
権
を
犯
さ
れ
け
象
}
マ
時
間
1
各
日
午
前
日
時
1
日
時
マ
昭
和
的
年
1
月
1
3
月
ま
で
に
3
回

V
母
親
学
級

医

師

加

納

隆

先

生

た

人

の

申

告

に

よ

っ

て

、

た

だ

ち

に

地

t
m分
マ

場

所

1

魚

津

保

健

所

接

種

を

受

け
た
人
は
昭
和
日
年
1
月
又
マ
2
月
幻
日
午
後
1
時
1
3
時
却
分

.
し
い
た
け
菌
と
ほ
だ
木
の
あ
っ
せ
ん

方
法
務
局
と
連
絡
を
と
っ
て
調
査
し
、

合
V
婦

人

検

診

は
2
月
に

1
回
追
加
を
受
け
て
く
だ
さ
マ
内
容
。
妊
娠
分
娩
の
生
理
と
異
常

AH 

森
林
組
合
で
は
、
し
い
た
け
菌
と
ほ
人
権
侵
犯
の
事
実
が
明
ら
か
に
な
れ
ば

*
受
診
希
望
者
は
2
月
9
日
ま
で
生
活
環
い
。

。
妊
娠
中
の
日
常
生
活
と
栄
養

だ
木
の
あ
っ
せ
ん
を
し
ま
す
の
で
、
購
そ
の
事
件
に
も

っ
と
も
適
し
た
方
法
で
い
境
課
へ
申
込
み
く
だ
さ
い
。

マ
都
合
が
悪
く
各
地
区
指
定
日
に
接
種
。
妊
産
婦
体
操
の
実
習

入
希
望
者
は
2
月
初
日
ま
で
お
申
し
込
被
害
者
を
救
済
し
、
円
満
解
決
に
あ
た
い

マ
2
月
四
日
制
1
道
下
公
民
館
午
後
ー

が

出

来

な

か

っ
た
人
は
「
総
ざ
ら
い

」
の
マ
講
師
1
医
師
、
保
健
婦

み
く
だ
さ
い

。

ら

れ
ま
す
。

A

H

時
1
2
時
マ
料
金
一
五

O
円

日

に

受

け

て

く

だ

さ

い

。

マ
場
所
1
魚
津
保
健
所

合

一
、
し
い
た
け
菌
(
駒
用
一
、

8
0
ヶ
入
)

人
権
相
談
に
は
、
む
ず
か
し
い
手
統

合
V
ジ
フ
テ
リ
ヤ
予
防
接
種
(
単
独
)

マ
接
種
当
日
会
場
へ
お
出
か
け
の
前
に
お
気
軽
に
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

*
 

一
、
九
五

O
円
き
も
い
り
ま
せ
ん
し
、
無
料
で
相
談
に

合
マ
該
当
者

l
(第
3
期
)昭
和
幻
年
4
月
必
ず
お
子
さ
ん
の
体
温
を
計
っ
て
来
て

合

一、
な
め
こ
菌
(
駒
用
一
、
c
o
c
c
ヶ
入
)
応
ず
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

会

2
日

i
昭
和
叫
年
4
月
1
日
ま
で
の
出
く
だ
さ
い
。
も
し
熱
が
高
い
よ
う
で
し

一
、
九
五

O
円

市

内

の

人

権

擁

護

委

員
は
次
の
と
お
け
生
者
マ
時
間

l
各
日
午
後
1
時
1
2
時
た
ら
か
か
り
つ
け
の
医
師
に
ご
相
談
く

て
は
だ
木
(
十
本
以
上
)

り

で

す

。

合
マ
場
所

l
各
日
と
も
各
小
学
校
マ
2
月
だ
さ
い
。
ま
た
母
子
手
帳
は
忘
れ
ず
に

会

一
本
当
り
二
五

O
円
の
見
込
マ
野
崎
重
次
郎
(
出
・
団
体
役
員
)

*
ロ

日
l
経
団
、
西
布
施
各
校
下
マ
2
月
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

会

申

込

先

魚

津

市

森

林

組

合

マ

杉

山

博

吉

(

江

口

・
団
体
役
員
)

*
凶
日

l
道
下
、
本
江
、
住
吉
各
校
下
マ

V
乳

児

検

診

会

電
話
市
役
所
内
線
2
7
5
番

マ
平
井
基
弘
(
末
広
町
・
医
師
)

*
2
月
日
日
1
片
貝
、上
野
方
、
加
棋
(
含
天
マ
2
月
日
日
附
午
後
1
時
1
2
時
初
分

・

2
月

の

街

頭

献

血

マ
藤
森
勘
作
(
蛇
田

・
豊

莱

)

れ

神

)

各

校

下

マ

2

月

四

日

M
H
松
倉
校
下
マ
対
象
1
3
ヵ
月
児

富
山
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
で
は

マ
大
愛
和
歌
子
(
友
道

・
無
職
)

台
マ
2
月
初
日

l
白
倉
校
下
マ
2
月
お
日
マ
2
月
犯
日
幽
午
前
8
時
初
分

l
m
時

*
 

2
月
日
日

(
土
)
午
前
日
時
か
ら
午
後

食
合
会
食
合
食
合
合
合
*
AH
*
食
合
合
合
AH
*
占H
I
上
中
島
校
下
マ
2
月
幻
日

l
大

町

、

マ

対

象
H
H
8
ヵ
月
児

-R 

3
時
初
分
ま
で
電
鉄
魚
章
駅
前
で
封
頭

合

'

村

木

各

校

下

マ

3

月

7
日
幽
午
前
8
時
加
分

i
m時

'

f

*

2

月

献
血
を
行
い
ま
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん

合

v=一
種
混
合
予
防
接
種
(
第
3
回
)

マ
対
象

l
u
ヵ
月
児

2

2

か

い

ご

協

力

を

お

願

い

し

ま

け

と

-dy
ふ

ら

/

マ
該
当
者

l
(第
1
期
)昭
和
室
7
月
マ
場
所
1
各
日
と
も
魚
津
保
健
所

す
。

合
、

c
d
dd
・
4
伝

一〆
¥
崎
轟
ゆ
貸
事
世
¥

J

1

日
1
昭
和
刊
日
年
6
月
初
日
ま
で
の
出

占合H

一νじり1‘

.しiし

ι
し

ιん4F仰
山把、-

一

bJ，ιh刷

.-「家霊庭の
2日」
普
及
推
進
座
談
会

け
〆
-
五-6
ρ
d(、Pぐ誌M叶効
倉

丈

士

生喜号!者考雪マ玄

i;(孟?第?2ふi期塑2)福昭和EUZ年すi7A月?:1占日

心
身
と
も
に
健
全
な
青
少
年
を
育
成

育

/

け

が

¥

〆

二

¥

1
昭
和
特
年
6
月
初
日
ま
で
の
出
生
者

す
る
基
盤
は
、
明
る
い
家
庭
生
活
に
あ
れ

/

1

1

/

1

1

マ

2

2

日

闘

よ

江

、

住

吉
、
上
中

り
ま
す
。

M
V
成

人

病

相

談

島
、
片
貝
各
地
区

「
家
庭
の
日
」
普
及
推
進
座
談
会
を
開
会
マ
2
月
ロ
日
村
2
月
初
日
州
各
日
午
後
マ
2
月
初
日
附
1
村
木
校
下
、
道
下
各

-R

(
 

き
ま
す
。
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

会

l
時
1
3
時
1
市
庁
舎
保
健
室
(
一

階

地

区

-R 

と

き

二

月

十

五

日

(

土

)

会
正
面
の
右
端
)
マ
検
診
料

l
無
料
マ
心

マ
2
月
幻
日
働

l
大
町
校
下
、
松
倉
、

-R
、

リ

、

i

午

後

一

時

三

十

分

よ

り

合

電

図

血

圧

羽

定

佐

康

相

談

を

行

な

加

積

(
含
天
神
)各
地
区

話
じ
ム
ロ
い
¥
楽
し
み
合
い
¥
助
け
合
い
み
ん
な
で
築
こ
う
明
る
い
家
庭

と
こ
ろ

講

師

時… ( 12月末)!
200.75肺行耐

海岸線

世術数 12，106世術

人口 (男) 23，180人

(女) 25，174人

計 48，354人
男女計

33人 36人 69人

19人 8人 27人

39人 47人 83人

第
三
五
一
号 23 16 11 9 2 

日 日 日 日 日
(日) (日) (刈 (日) (日) 2 

轟本医院 宮医フE亮ロ 宮本医院 桝山医院毒

明a 休月i 
升医院二
日

@宮1新金屋
宮 本
宮@ 新角 宮 央中 @宮 古島

勃回:7・

療医@ 江
@ o通1 0)11 。

2 1 3 1 1 3 2 1 
5丁 9 2丁 9丁 。
3目 3 2目 9目 。

8 -

生
亡
入
出

訂正記事
8月号市勢のうごき中
男23，038を23，044に
女25，056を25，038に
訂正します。

8月号から 1月号までの人
口では男6名増、女18名を
j成じてください。

山
山
死
転
転

編
集
発
行
人

i~柱

魚

市

t=ll 
刷

魚
津
印
刷
株
式
会
社


